
１．発生国への渡航の自粛
○やむを得ず渡航する場合は・・・

・畜産関係施設に立ち入らない。
・動物との不用意な接触は避ける。
・肉製品等を日本に持ち帰らない。
・帰国の際には、空海港の動物検疫所カウンターに立ち寄り
家畜防疫官の指導を受ける。

○帰国後は・・・
・一週間は農場に入らない。
・海外で使用した衣服及び靴は農場に持ち込まない。

○発生国からの畜産関連施設由来の郵便物等は、農場に持ち込まない。

２．農場への部外者立入禁止 ３．人・車両の消毒の徹底

４．毎日の健康観察 ５．異常家畜を発見した場合の早期通報

ウイルスの侵入を防ぐため、下記事項の徹底を！

令和元年度第２１号（１２月発行）

年末年始、春節（令和２年１月２５日）前後にかけて

ASF（旧名：アフリカ豚コレラ）、口蹄疫
が国内に侵入するリスクが高まります！

年末年始、春節
これから迎える季節は特に防疫対策強化を！


